
 

地域の子どもは 

地域の大人 

みんなで 

育んでいこう 
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【学校教育目標】 

高い理想を持ち、生き生きと、 

協力し、人の役に立つ 
【学校経営方針】 

目をかけて、耳を傾けて、 

やさしく教え、じっくり育てる 

～困ったときにいつでも相談できる教師として～ 

                                                   

 
 

                                                                

 

  

 

 

 

 

 

        

              

 

 

                               

 

 

 

 

 

   

   

  

  

令和５年３月１０日（金）の午後１時 30分より、令和４年

度第７６回卒業証書授与式を挙行しました。今年度は、文部科

学省の通知に則り、式の間は卒業生と教職員はマスクを外し、

歌唱のときのみマスクを着用して執り行うこととなりました。 

当日の授与の場面では、学級担任の呼名に胸を張って爽やか

に返事をし、スクリーン上には、「今で育ててくれてありがと

う」「先生方ありがとうございました」など、保護者や先生方

へ向けた心のこもった温かいメッセージが送られていました。 

来賓祝辞では、PTA会長 澁谷哲司様から、「希望という生き

ていく上で原動力となる大切なものや希望のように目に見え

ないものを大事にこれからの生活を送ってほしい。」という 

お話をいただきました。在校生を代表しての送辞では、川村伊

吹さんが「挨拶や返事の良さは、二中に受け継がれている良き

伝統です。これからも精一杯努力するとともに、新しく作られ

る『二中基準』に、一致団結し全力で取り組んでいき、二中を

更に発展させていくことを在校生を代表して誓います。」と、

言葉を送りました。卒業生を代表しての答辞は、東谷桃李さん

が、中学校３年間を振り返るとともに、「苦しいときや辛いと

きは、中学校での楽しかった日々を思い出してください。私達

を三年間、ずっとそばで見守ってくれていた先生方を思い出し

てください。入学式から今日まで共に過ごしてきた仲間を思い

出してください。『大丈夫。私は一人じゃない。分かち合える

仲間がいる。』ということを思い返して、高校生活を送ってい

きたいと思います。」と述べました。 

厳粛な雰囲気の中で、卒業生はさすが二中生という伝統を引

き継ぎ、心温まる感動的な卒業式となりました。 

桜花の学び舎 

◎校長式辞より（一部抜粋） 

保護者の皆様、お子様の御卒業、誠におめでとうございます。

心より、お祝い申し上げます。そして、義務教育九年間の修了

は保護者の皆様にとっても子育ての大きな節目であり、これま

で陰になり日向になり、深い愛情を持って育ててこられたこと

に対しまして、深く敬意を表します。１３４名の卒業生の皆さ

ん、卒業おめでとう。先ほど、卒業生一人一人に、中学校の全

ての課程を終えた証しである卒業証書を手渡しました。卒業証

書を受け取る皆さんの顔からは、中学校三年間、義務教育九年

間の学びを得て、立派に成長した自信と誇りが感じられまし

た。本当におめでとう。 

さて、皆さんは、三年前に新型コロナウイルス感染症が一気

に全世界に広がる中で中学校に入学しました。皆さんが思い描

いていた中学校生活とは程遠く、友達の表情を見ながらおしゃ

べりしたり大声で笑ったりすることもできず、楽しいはずの給

食の時間は全員前を向いて黙食、部活動でも一定期間の活動中

止や無観客で試合を行ったりするなど、悔しい思いや悲しい思

いをしたことも多くあったことと思います。 

それでも、皆さんは、どんな状況でも明るくたくましく学校

生活を送ってくれました。それぞれの目標に向かって精一杯努

力を続け、そして、大きな困難を乗り越え、今日の日を迎えて

くれたことを、とても嬉しく思います。 

本校の歴史に新たな一ページを加え、今まさに中学校を旅立

とうとしている皆さんへのはなむけとして、『人生は選択の連

続である』という言葉を贈りたいと思います。 

私が、ある尊敬する先生から退職する際にいただいた自筆の色 

  

紙の中に書かれていた言葉として初めて知り、当時、すごく感銘

を受け、自分の人生を振り返るきっかけとなった言葉です。 

私たちは毎日ものすごく小さな事から、大きな事まで千個以上

の決断をしていると言われています。「何時に起きるか？」「何を

食べるか？」「何を勉強するか？」など、日常の些細な選択から、

進学や就職など人生の転機となる選択まで、まさにその言葉通り、

人生は選択の連続です。重要なのは、これまで過去の自分が選択

してきた結果が、今の自分（＝人生）を創り出しているというこ

とです。そして、より最適な選択をするためには、これからも、

たくさんの事を学び、たくさんの人と出会うことが大切です。悔

いの残らない選択ができる素敵な大人になるためにも、この二中

の三年間で学んだ「自ら考え、判断し、自ら行動する。」姿勢をも

ち続け、日々の生活を大切に過ごしていってほしいと思います。

さあ、卒業生の皆さん、いよいよ旅立ちの時です。第二中学校で

作ったたくさんの思い出と、教育目標である「高い理想を持ち、

生き生きと、協力し、人の役に立つ」を胸に、誰にでも良い挨拶

ができ礼儀正しく立派な態度で、何事にも力の限り取り組んでく

ださい。そして、皆さんの保護者や御家族の温かい励ましや支え

に感謝することを忘れずに、自らの夢や目標に向かって、その場

その場の状況で適切な選択を行い、一歩一歩着実に未来を切り開

いていくことを願っています。 

結びにあたり、卒業生の輝かしい前途を祝し、さらに、本日こ

こにお集まりのすべての皆さまの御健勝を祈念するとともに、今

後とも本校教育に御支援と御協力を賜りますようお願い申し上

げ、式辞といたします。 

令和５年３月１０日 弘前市立第二中学校  校長 相馬 英明 

胸に夢と希望を抱き１３４名の卒業生 巣立つ！ 



令和５年度入学式に係る本校の対応について 
 

令和５年度の本校における入学式についてですが、新型コ

ロナウイルス感染防止と新３年生の修学旅行の日程が近いこ

とを鑑み、新入生、保護者、教職員、来賓、係の生徒のみの

参加とし、規模を縮小して執り行うこととしました。 

これにより、現１・２年生における入学式当日（４月６日）

の扱いは休業日となり、御家庭で過ごしていただくことにな

ります。趣旨を御理解いただき、何卒御協力くださいますよ

うお願いいたします。 

令和４年度卒業生進路一覧 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 日課 予    定 

５ 水 特 ２･３年出校日（２・3 年 8:30）、２・3 年生新学級発

表、新任式、入学式準備、部活動説明会リハーサル 

６ 木 特 入学式（新入生、保護者、教職員、来賓２名の

み）、２・３年は指定休業日 

７ 金 特 あいさつ運動一斉取組日、始業式、朝読書開始、教科書配付、

集会指導、部活動説明会、１年部活動見学①、弁当持参 

８(土)、９(日) 

10 月 B6 給食開始、発育測定、１・２年知能検査、顔写

真撮影、自転車保険加入日①7:00～8:05 

11 火 A5 １・２年標準学力検査、３年聴力検査、１年部

活動見学②、自転車保険加入日②7:00～8:05 

12 水 A6 ３年修学旅行１日目、授業開始、松韻開始、１年部活動見学③ 

13 木 A6 ３年修学旅行 2 日目、１年部活動見学④ 

14 金 A6 ３年修学旅行最終日、１年部活動見学⑤ 

15(土)、16(日)河川清掃美化運動 8:00 

17 月 B6 学年会議、部活動停止 

18 火 A6 全国学力・学習状況調査（国・数・英）、１年部活動見学⑥ 

19 水 A6 ３年標準学力検査、生徒会委員会組織会、１年部活動見学⑦ 

20 木 A 特 全国学力・学習状況調査①質問、②～④話すこ

とテスト、職員会議、部活動停止 

21 金 A 特 １・２年４時間授業、家庭訪問、３年６時間授

業、３年歯科検診 

22(土)、23(日) 

24 月 特別 B3、清掃、学活、参観日（４校時授業参観）、 

PTA 総会、後援会総会、部活動停止 

25 火 A 特 １・２年４時間授業、家庭訪問、３年６時間授業 

26 水 A 特 １・２年４時間授業、家庭訪問、３年６時間授業 

27 木 A３ 給食なし、徴収金引落日 

28 金 B6 部活動組織会、１年心臓病検診 9:00、歯科検診

（２の１～３）13:30～ 

29(土)昭和の日、30(日) 

高校名 学科名 進路人数 

弘  前 普通科 １２ １２ 

弘前中央 普通科 １５ １５ 

弘 前 南 普通科 １８ １８ 

黒  石 
看護科 ３ 

４ 
情報デザイン科 １ 

弘前工業 

機械科 １ 

１６ 

電気科 ３ 

電子科 ８ 

情報技術科 １ 

土木科 ２ 

建築科 １ 

弘前実業 

商業科 １０ 

１６ 

情報処理科 ２ 

家庭科学科 １ 

服飾デザイン科 ２ 

スポーツ科学科 １ 

柏木農業 食品科学科 １ １ 

東奥義塾 普通科 １１ １１ 

弘前学院聖愛 普通科 ７ ７ 

柴田学園 くくり ８ ８ 

弘前東 

普通科 ６ 

１１ 
情報科 １ 

電子科 ２ 

自動車科 ２ 

青森山田 普通科 １ １ 

八戸学院光星野辺地西 普通科 ２ ２ 

尾上総合（定） 総合学科(合わせ) ７ ７ 

その他（通信制など） ５ ５ 

合計  １３４ １３４ 

 
◆予定は変更することもありますので御了承ください。 

 ☆令和４年度コロナ禍の中、保護者・地域の皆様方には本校の様々な教育活動への御理解、御協力に感謝いたします。来年度もよろしくお願いいたします。 

自転車に乗る時はヘルメットを着用しましょう 
 

改正道路交通法の施行により、令和 5 年 4 月 1 日から自転

車利用者のヘルメット着用が努力義務化されます。 

つきましては、保護者の判断の下に個人でヘルメットを購

入し、登下校時にヘルメットを着用するようお願い申し上げ

ます。なお、ヘルメットは登校後に自分の自転車のカゴに入

れて保管することとなります。 

【道路交通法 第 63条の 11】 

第１項 自転車の運転者は、乗車用ヘルメットをかぶるよう

努めなければならない。 

第３項 児童又は幼児を保護する責任のある者は、児童又は

幼児が自転車を運転するときは、当該児童又は幼児に

乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努めなければな

らない。 

 
☆弘前市スポーツ功労賞 高坂正勝さん 

本校ソフトボール部のコーチとして 20 年以上にわたり基

礎・基本を熱心に指導するなどし、ソフトボール競技の普及振

興と選手育成・強化に尽力していることからスポーツ功労賞を

受賞いたしました。 

☆弘前市スポーツ敢闘賞 笹森こころさん（３年３組） 

各大会の結果により、スポーツ敢闘賞を受賞しました。 


